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洋上の 孤島における大気中 Radon ・222濃度変動の後方流跡線解析
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1．は じめに

　Radon−222（以下
！12Rn

）はウ ラ ン系列 に属する放 射性 の 希 ガス

で、Radilim−226（半減期 1600y）の 放射壊 変によっ て生成される。

親核種で ある Ra−2Z6 お よびウラン系列の 先頭の核種で ある

Uranium−238（半減期 4．6× lO  ）は岩石 ・土壌 に遍在するため、

あ らゆる地中で 常に
211Rnが生成 されて い る。！「Zka は希ガス で あ

るため、土壌間 隙中を拡散して地表面か ら大気中に放出された

後、大気中か らは化学的作 用によっ て除去され ない。従っ て 、

大気中に放 出された後の ラ ドンの 輸送はそ の媒質で ある地表面

付近の 大気の 混合そ の もの で あると言える。221
  の 放射壊変の

半減期は 3．82dと比較的短 いため大気中に 長期間存在で きず，

地表面付近か らの輸送に時間の かか る上空や大洋上での大気中

tttRn
濃度は低 い 。本研究で は，大気中

Zi1Rn を大気の トレーサー

として，東ア ジ ア域の 大気輸送過程 を明 らか にす る こ と を 目的
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付近の 大気中
MR

皿濃度を測定し、実測 直を用い た解析を も と に．

数値計算モデル の開発 ・改良を行っ て い る。本発表で は．洋上

の 孤島である八 丈島で測定されてい る大 気中
惣 Rn濃度変動の要

因を風速場との 関係に着 目した解 析に つ いて行 う。

2観測方法

　大気中
MRn

濃度の連続淇淀 は静電 捕集型 ラ ドン濃度連続測定

装置 （ERM ） を用 いて行っ て い る。1）試料空 気を ダイヤ フ ラム

ポン プにて 流量 lL ・min
−1程度で 導入 し、2）ボアサイズ 0．8μ 皿

の メ ンブレンフ ィル タを通 して 試料空気中の ラ ドン娘核種 を除

去 し．3）次に試料空気 を電子除湿器お よび PzOsで露点に して

一10℃以 下まで餘湿 し．4）試料空気を容積 16．755Lの 半球状 の検

出器容器に 導入 し、5）この 半球状容器 内で壊変した
「！IRn か ら生

成 された ！tePo イオ ンを 印加電 圧一3000V の 電極上 に 捕集し．

6）脚 o 以下の 娘核種が電極上で 放出する α線を ZnS（図 シ ンチ

レ
ー

シ ョ ン検出器で計数 し．7＞この計数値を元に大気中の
12tRn

濃 度を 1 時間毎に算出した。本装置の
1？2kn

濃度の検出下限は

O．3Bq・m
−3
で ある。

3観測結果

　 八 丈島および名古 屋での 2001年 4〜5 月の 潰淀結果を図 1 に

示す e 名古屋 での 観測結果は明確な 日周期変動 が見られ るが．

八 丈島で の観 測結果 は 日周期変動がみ られない e こ の ことは．

八 丈島での 観測結果に は島起源 の
MRn

の影響が小 さい こ とを示

してい る。した がっ て 八 丈 島で 観測 されて い る
MRn

は大陸ある

い は 日本列 島を起源 と した
ZERn

であ り、濃度変動は低気圧 の通

過な どによ っ て もた らされ る。

4．流跡線解析の結果

　八 丈島で 測定 されて い る大気中
zz2R

皿 の起源を明確にし．3〜5

日間の 主たる大気輸送過程を み るた めに．後方〜聯 線を用 い た

解析を行っ た。ア メ リカ海洋大気庁（NQAA ）に よ る HYSPLrr4 を

用い 6時間間隔で流跡線を作成 し、八 丈島で の
MRn

濃度変動 の

実測 値 との 比較を行っ た。更に．八 丈島を中心 として周囲を、

海洋 ・大陸別お よび陸 地 の 特徴 別 によ っ て セ クタ
ー

に分割 した

の ち、流跡線が どの セ クタ
ー

の 含まれ るか 分類し、各セ クタ
ー

での 流跡線が あらわす空気の流れ と
MRn

濃度との 関係の 評価を

行っ た。春季（20D1年 4〜5 月）に つ いて 行っ た
MRn

濃度変動の

流跡線解析の 結果を図 2 に 示す。流跡線が大陸 を含むセ クタ
ー

に含まれ る場合は相対的に高濃度の
MRn

に、一方、太平洋 を含

むセ クタ
ー

に含まれ る際は、低濃度の
MRn

に対応した。八丈島

へ の
MRn

の影響領域 は，中国大陸北部 ・シ ベ リア大陸が中心で

あ り．中国大陸南部の 影響は少なか っ た。以上 の こ とは．八丈

島で観測されて い る
MRTI

は、中国大陸北部 ・シ ベ リア大陵お よ

び日本を起源と してい るこ とを示して い る。
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